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Ⅰ-２-1.仙台市における気候変動（観測データ） 

• 仙台管区気象台の観測データによれば、仙台においても、 
 「年平均気温の上昇」、「大雨の増加」、「降水量の変動拡大」「無降水日数 
  増加」などの変化が見られている。 

豪雨による浸水 H22.7.26 若林区大和町 
（仙台市下水道マスタープラン中間案）  
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1930年～2014年 



Ⅰ-２-2.仙台市における気候変動（将来予測） 

• 仙台管区気象台の研究によれば、21世紀末には3℃上昇する（仙台が埼玉並
みになる）おそれがあるとされている。季節進行の変化、夏の日射量の減少、
激しい雨が、いっそう強く頻繁に起こるおそれなども指摘されている。 

＜将来予測資料に関する注意点＞ 
・地球温暖化予測の前提となる温室効果ガスの将来変化は、単一のシナリオについてのみ予測 
 対象としている。このため、他のシナリオを用いた場合には、異なる予測結果となる可能性 
 がある。 
・降水の変化予測は、気温に比べて一般に不確実性が大きい。これは、台風や梅雨前線に伴う 
 大雨等の顕著現象の頻度や程度は年々の変動が大きいことに加え、空間的な代表性が小さい 
 （狭い地域で集中的に降る等）うえに発生頻度が稀であって20年程度の計算対象期間を設け 
 ても統計解析の標本数が少ないため、系統的な変化傾向が現れにくい場合があることによる。 
・地球温暖化予測は、自然変動に伴う気候の「ジグザグ」な揺らぎの影響を取り除いて、温室 
 効果ガスの増加に伴って「じわじわ」と進行する長期的な変化の傾向を検出することが目的 
 である。しかしながら、近未来を対象とする予測では、想定される温室効果ガスの増加幅が 
 小さいため、「じわじわ」に対して「ジグザグ」な自然の揺らぎの大きさが卓越して、長期 
 変化傾向の評価が難しくなる場合がある。 

      予測される気温上昇量 
 

IPCC温室効果ガス排出シナリオ（SRES A1B）に基づき 
気象庁の気候予測モデルで将来気候（2076-2095年平均） 
と現在気候（1980-1999年平均）の差を計算。 
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激しい雨（1時間降水量30mm以上）の1地点あたり年間発生回数の変化予測 
SRES A1Bに基づき気象庁の気候予測モデルで将来気候（赤色2076-2095
年平均）と現在気候（灰色1980-1999年平均）の差を計算。黒線は年々変
動の標準偏差の幅 
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Ⅰ-３-1.仙台市における温室効果ガス（GHG）排出量 

• 平成23年度は東日本大震災の影響による社会経済活動の一時的な停滞等によ
り大きく減少したが、平成24年度は産業部門の活動量増加（特に製造業と建
設業）および電力排出係数の影響を受け大きく増加したものと推定される。 

 （前年度比約 31.4%増、基準年度比 約6.7%増） 
• なお、本市域GHGのうち約4割が「電力」の使用に起因している。 

※速報値とは、統計データの一部に推計値（前年度値等）を使用して推計した値のため変更となる可能性があります。 11 
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• 排出係数の影響を受けないエネルギー消費量で比較すると、ほぼ横ばいで推
移している。 

• 平成23年度は東日本大震災の影響で特に産業部門が減少したが、平成24年
度には震災前の水準に戻っており、エネルギー消費量自体を減らす一層の対
策が必要である。 

Ⅰ-３-2.仙台市におけるエネルギー消費量 



全国
12億2093万t-CO2

平成24年度

仙台市
868万t-CO2

平成24年度
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Ⅰ-３-3.温室効果ガス排出量の全国比較 

• エネルギー起源CO2 の排出割合を全国と比較すると、仙台市では民生家庭、
運輸部門の排出割合が著しく高い。 

• また、仙台市は全業種に占める卸売・小売業（民生業務）の割合（事業所
数・就業者数）が高い。（政令指定都市20都市中1位） 

• 民生家庭、民生業務、運輸部門におけるエネルギー消費量を減らす取組が重
要である。 

※エネルギー起源CO2のみ比較 
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2020年度（H32年度）における 
温室効果ガス総排出量を、 
2005年度（H17年度）比で 
25％以上削減  

Ⅰ-4-1.仙台市地球温暖化対策推進計画（平成22年度改定中間案）削減目標 

目標 
温
室
効
果
ガ
ス 

2005年度 
（H17年度） 

2020年度 
（H32年度） 

2050年度 
（H62年度） 

25%削減 

625万 
t-CO2 

834万 
t-CO2 

80%削減 



 

温室効果ガスを大幅に削減する「緩和」と、削減してもなお過渡的に生ずる影響へ
の「適応」の両面を考慮し、『「杜」と生き、「人」が活きる都・仙台』の実現を
目指すため、５つの体系に沿った地球温暖化対策を実施します。 

16 

Ⅰ-4-2.仙台市地球温暖化対策推進計画（平成22年度改定中間案）施策体系 

実施施策 

１ 杜の都の資産を十分に生かしながら、低炭素の面からまちの構造・配置を最適化する 
 ⇒ 都心、地域拠点、駅周辺等のそれぞれの役割に応じた機能の配置、 
       杜の都の緑の資源の確保 など 

２ 集約型市街地形成を支える、低炭素型の交通システムをつくる 
 ⇒ 鉄道軸を骨格とする公共交通体系の構築、 
       環境負荷の少ない交通手段の確保と利用促進 など 

３ 未来につなぎ、未来をつくる低炭素技術の賢い選択を促し、普及を図る 
 ⇒ 省エネ機器の普及・利用促進、 
   再生可能エネルギーの利用拡大 など 

４ 循環型社会の形成に向けた取り組みを更に進める 
 ⇒ ３Ｒ(スリーアール)の推進、焼却処理量の削減、 
       廃棄物処理における温室効果ガスの削減 など 

５ 先人に学び、行動する人を育て、無理なく取り組まれる社会の仕組みをつくる 
 ⇒ 低炭素型のライフスタイル・ビジネススタイルを誘導する仕組みづくり など 



17 

Ⅰ.最新の知見および仙台市の現況 
 

 1.気候変動に関する最新の知見 
 

 2.仙台市における気候変動 
 

 3.仙台市における温室効果ガス排出量 
 

 4.仙台市地球温暖化対策推進計画（平成22年度改定中間案） 

 
Ⅱ.地球温暖化対策推進計画 改定方針 
 

 
 

Ⅲ.地球温暖化対策推進計画 改定の進め方 

仙台市地球温暖化対策推進計画の改定について 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ-1.地球温暖化対策推進計画 改定方針（改定の方向性） 

• 震災の経験から、エネルギーの重要性、有限性を改めて認識。 
• 持続可能なライフスタイルと災害に負けない暮らしを実現するため、 
 ３Ｅ（省エネ・創エネ・蓄エネ）をより一層推進していく必要がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

改定の方向性（案） 

• 杜の都環境プランで掲げる「低炭素都市・仙台」に「災害に強いまちづく
り」の視点を加える 

• 杜の都の良好な自然環境をまちの低炭素化に生かす 
• 化石資源に過度に頼らない、持続可能な社会をつくるための具体的な施策

展開をめざす 

改定にあたっての現状・課題認識 

• 快適な暮らしを支え文化を育んできた「杜の都」は、本市の重要な都市
個性であるとともに、気候変動の緩和や適応においても重要な機能を有
している。 

• 「杜」を守り育むことで「杜の都」ならではの強みや恵みを享受できる
よう、施策を推進していくことが必要である。 
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Ⅱ-2-1.地球温暖化対策推進計画 改定方針 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
基準年を2010年(H22年)、目標年(期間満了)を2020年(H32年)とする。 

1. 基準年度と目標年度 
 震災後の状況変化を踏まえた計画として新たに策定し目標を持つことから、震災

前との比較が市民にとって理解し易い。 
 目標年（期間満了）は、環境プランとの整合を図る。 

改定方針１（案） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・国の最新情勢などをふまえ、温室効果ガス削減目標を改めて設定する 
 

・エネルギー消費量など、施策と結びつけることが可能で、市民が効果を実感 
 できる指標を新設する。 
 

２. 削減目標・管理指標 
 平成27年11月末～12月に開催予定のCOP21（パリ）に向けて、国のGHG削

減目標や電源構成比などが策定される予定 
 温室効果ガス排出量は、排出係数（電源構成比）等の影響を受けるため市民や事 
   業者が対策効果を実感できないおそれがある。 
 施策推進状況を反映する指標を併せ持つことで、市民・事業者の理解を得ながら

効果的に施策の推進をはかる 

改定方針2（案） 
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Ⅱ-2-2.仙台市における地球温暖化対策のあり方（改定方針つづき） 

 
 
 
 
 
 
 

 
平成22年度改定中間案の施策体系を活かし、震災後の状況変化や最新の情報・
知見をふまえて施策体系を見直し、改めて市民・事業者・専門家等の審議や意
見聴取を経て改定する。 
 

３. 施策体系（平成22年度改定中間案との関係） 
 平成22年度改定中間案は環境審・部会の審議やパブリックコメントを経てまと

めたものであり、その経過を踏まえる。 
 震災後に電源構成、技術動向、法や助成制度、市民意識などの状況が変化してお

り、国の地球温暖化対策計画や適応計画策定など新たな動きが予定されている。 

改定方針３（案） 
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○ 仙台市環境審議会の組織及び運営に関する規則第7条に基づく部会を設置 
○ 平成22年度の中間案策定時における専門部会からの継続性を考慮しながら、

以下の専門性等を有する方により構成 
 

 ・本計画の基本的な施策の柱に対応した専門性 
 

 ・最新の技術動向や地域特性等を踏まえつつ、本市としてより積極的かつ 
  具体的な施策を重点的に検討するための知見 
    例：事業者としての省エネ対策推進、 
      消費活動や生活スタイルを含めた住民の取組み、 
      地球温暖化対策の啓発活動 など 
 

Ⅲ.地球温暖化対策推進計画 改定の進め方について 

• 環境審議会内に地球温暖化対策専門部会を設置して実務レベルでの専門的・
実質的な議論を行う。（平成22年度と同様） 

• 平成27年度末の改定を目標とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．専門部会の設置（案） 

 
 
 
 

２．スケジュール（案） 
 
 資料１－３のとおり 
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以下、参考資料 

参考資料目次 

１．気候変動に関する最新の知見 
    IPCC第5次評価報告書 環境省資料 
 

２．仙台市域の温室効果ガス排出量 
    部門別割合、燃種別割合等 
 

３．気候変動に関する国際交渉の動向 
    中央環境審議会（H27.2）資料 
 

４．国の気候変動への適応計画作成の取組 
    中央環境審議会（H27.2）資料 
 

５．長期エネルギー需給見通し骨子案 
    長期エネルギー需給見通し小委員会（H27.4）資料 



（参考1-1）気候変動に関する最新の知見（IPCC 第5次評価報告書 環境省資料より抜粋） 
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（参考1-2）気候変動に関する最新の知見（IPCC 第5次評価報告書 環境省資料より抜粋） 
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（参考1-3）気候変動に関する最新の知見（IPCC 第5次評価報告書 環境省資料より抜粋） 
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（参考1-4）気候変動に関する最新の知見（IPCC 第5次評価報告書 環境省資料より抜粋） 
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（参考2-1）仙台市域の温室効果ガス排出量（部門別推移） 

• 震災前と比較すると、民生業務、民生家庭部門の排出量が増加傾向にある。 
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（参考2-2）仙台市域の温室効果ガス排出量（燃種別割合） 

• 温室効果ガス排出量の約4割を電力が占める。（震災前後で変わらない） 
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（参考2-3）仙台市域の温室効果ガス排出量（産業部門 燃種別） 

• 燃種別排出量を見ると、その他を除くと電力、都市ガス、B・C重油の排出量
が多い。 
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（参考2-4）仙台市域の温室効果ガス排出量（民生家庭部門 燃種別） 

• 燃種別排出量を見ると、電力が最も多く、次いで灯油が多い。 
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（参考2-5）仙台市域の温室効果ガス排出量（民生業務部門 燃種別） 

• 燃種別排出量を見ると、電力が最も多い。 
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（参考2-6）仙台市域の温室効果ガス排出量（民生業務部門 業種別） 

• 業種別排出量を見ると、卸・小売業が最も多く、次いで事務所ビルが多い。 
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（参考2-7）仙台市域の温室効果ガス排出量（運輸部門 燃種別） 

• 燃種別排出量を見ると、ガソリンが最も多く、次いで軽油が多い。 
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（参考2-8）仙台市域の温室効果ガス排出量（運輸部門 輸送種別） 

• 輸送種別排出量を見ると、自動車が最も多い。 
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特殊車

普通貨物

小型貨物

軽貨物

バス

乗用車

軽乗用車

37 

（参考2-9）仙台市域の温室効果ガス排出量（自動車 車種別） 

• 自動車車種別排出量を見ると、乗用車が最も多く、次いで普通貨物が多い。 
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（参考2-10）仙台市域の自動車保有台数 

• 自動車保有台数を見ると、震災以降で乗用車、軽乗用車が増加している。 
• 保有台数合計で見ると、震災以降で大きく増加している。 
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（参考3-1）気候変動に関する国際交渉の動向（中央環境審議会総会（H27.2）資料より） 
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（参考3-2）気候変動に関する国際交渉の動向（中央環境審議会総会（H27.2）資料より） 
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（参考4-1）国の気候変動への適応計画作成の取組（中央環境審議会総会（H27.2）資料より） 
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（参考4-2）国の気候変動への適応計画作成の取組（中央環境審議会総会（H27.2）資料より） 
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（参考5）長期エネルギー需給見通し骨子案（長期エネルギー需給見通し小委員会（H27.4）資料より） 


